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会長　尾藤　淳一

日々を大切に生きる　　　　　　　　　　　　　　四国中央支部　星川　知毅
挑戦の年へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新居浜支部　深見　兼司
趣味の世界に移行　　　　　　　　　　　　　　　　新居浜支部　横山　和良
年男の抱負　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今治支部　京極　征樹
年男の抱負　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今治支部　西原　　良
建築士会に入会して　　　　　　　　　　　　　　　　松山支部　片岡　晶子
歳男７回忌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松山支部　笹木　　篤
米作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大洲支部　武田　尚樹
年男雑感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇和島支部　松浦　　洋
幸運の丙午生まれ　　　　　　　　　　　　　　　　宇和島支部　與那原慶子

道上壯／ＶｕＡ

建築パース製作実践編４）　　　　　　　　　　松山支部　尾﨑　光高

旧岡田家別荘の調査について
文化財まちづくり委員会委員長　峰岡　秀和　委員　花岡　直樹

愛媛の登録有形文化財　明専寺鐘楼門
文化財・まちづくり委員会　委員　波頭　陽一

ヘリテージマネージャースキルアップ講座第１回
「日本建築の歴史講座と上分神社現場見学」報告

宇和島支部　田中　陽子
松山支部　一之瀬佳緒理

令和７年度中四国ブロック若手建築志（士）交流会in山口報告
青年委員会　委員長　武智　良太

青年委員会主催　支部対抗ソフトバレーボール大会
優勝報告　　　　　　　　　四国中央支部Ａチーム　髙橋　智洋
最下位報告　　　　　　　　宇和島支部　青年部長　稲葉　太一

女性委員会主催スキルアップセミナー　曳家 岡本直也講演会
「建築士が知っておきたい沈下修正＋構造から直す本気の住宅再生」に参加して

女性委員会　委員　鷲尾ひろみ
全国建築士シニアクラブ交流会報告　　　　　　　　　サポートの会　寺尾　保仁

今治支部　視察研修「ひろしま国際建築祭2025」に参加して
今治支部　石丸真智子

松山支部　研修バスツアーin尾道ツアー
松山支部　中山百合子・高須賀範昌・渡邉道彦

大洲支部　ＣＬＴ工事現場見学会　実施報告　　　大洲支部　支部長　仲尾　和彦

令和７年度　第３回理事会概要報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
専攻建築士（新規・更新）登録申請受付期間のお知らせ　　　　　　　　　事務局
本会賛助会員新年広告

東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「安居島」

［表紙画について］

安居島の歴史は、江戸時代中期の開拓に

始まります。1817年に大内金左衛門ら開

拓者が入植し、港を整備したことで潮待

ち・風待ちの島として栄え、明治時代に

は遊郭ができるほど賑わいました。その

後、船舶の大型化などにより寄港地とし

ての役割は減少し、1955年頃に人口が

ピークを迎えたものの、過疎化が進み、

現在は松山市の一部となっています。
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透明水彩、紙　サイズ／Ｆ４ 表紙作者　上田　勇一　プロフィール

※尚、表紙及び本誌記事の無断転載を禁じます。
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新年のご挨拶

会長　尾藤　淳一
　新年明けましておめでとうございます。皆様にとりま
して、良いスタートが切ることが出来たでしょうか？こ
の原稿を書いている時点では、まだまだ先の見えない混
沌とした状況が続いていますが、穏やかな気持ちでお正
月を迎えることが出来るようになっていることを願って
おります。

　さて、今年は午年です。馬は古来より力強さとスピー
ドの象徴であり、前進や開運を意味する動物でもありま
す。午年は、変化を恐れず新しい挑戦に踏み出すパワー
を秘めた年とされ、行動力や独立心を促す年と解釈され
ています。

　昨年の４月から10月まで開催された大阪・関西万博
は、2550万人を超える入場者でまずまずの成功といえ
るイベントでした。万博のテーマは、「いのち輝く未来社
会のデザイン」で、多様性を認め合い、生きる幸福感を
享受しながら、持続可能な社会を追及するといったこと
が求められていました。私自身、２回行きましたが、人の
多さに圧倒され、人気のパビリオンは見ることが出来ず、
万博の謳うメッセージを受け取ることは出来ませんでし
たが、人々が楽しんでいる姿を見ると、それはそれでよ
かったのだろうと思っています。

　人類の歴史を見ると、エジプト文明などにも象徴され
る様に、絶対的な権力者と従属する市民により社会が成
り立ち、他の勢力と争うことで勢力を拡大してきました。権
力者と市民の関係性にはバランスが必要で、そのバラン
スを欠くと革命が起こることもありました。そして今も
世界各地で、ロシア・ウクライナのように戦争や紛争が
絶えることはありません。権力が集中することで、巨大
な建造物を作ることが可能になりましたが、他の勢力か
らすると権力の象徴ですので、破壊の対象となりうるも
のでもあります。建築と破壊、そうやって歴史は繰り返
されてきました。今回万博が行われている期間中にも、
世界のどこかで戦争があり、万博の理想とはかけ離れた
現実があります。万博の理想を追求するために、本質を
見つめることが必要と感じました。

　我々の生業とする建築の世界も技術革新、消費者ニー
ズの高度化など日々変化して、建築設計・施工・維持管

理に求められる役割や責任は一層拡大・高度化していま
すので、建築士・建築設備士をはじめとする建築分野の
専門人材の確保・育成は喫緊の課題となっています。一
方で、建築士資格制度や建築士事務所制度、契約慣行、
報酬制度、試験制度などにおいては、依然として改善の
余地が大きく、時代に即した制度設計が求められていま
す。また、消費者保護の観点からも、契約の透明性確保
や品質確保に資する措置が重要性を増しています。加え
て、建築士及び建築士事務所等の業務においては、ＤＸ・
ＧＸの進展、地域社会の変容、法令遵守体制の強化といっ
た新たな課題への対応が求められています。このような
環境の中、建築士会連合会・建築士事務所協会・建築家
協会が連名で、国交省住宅局長に提案書を提出しており
ます。制度改革はいつになるかは分かりませんが、我々
建築士は、社会のニーズに応えていけるよう対応をして
いかなくてはなりません。

　また愛媛県建築士会でも会員減少や高齢化が止まらず、
財政的に事業のあり方や仕組みなどの見直しが喫緊の課
題です。入会促進は引き続きしていくとともに、会員の
メリット向上と退役世代に対しても存続意義を高める活
動を増やしていく、郵送・通信費の適正化、事務処理の
簡略化などの改革が必要です。馬のように力強さとスピー
ドを持って前進していきたいと考えております。会員の
皆様におかれましても、本会の現状をご理解いただき、
ご協力頂ければ幸いに存じます。

　最後になりましたが、今年も皆様にとりまして幸せな
一年でありますことをご祈念申し上げて、ご挨拶といた
します。本年もよろしくお願いいたします。
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年男・年女の抱負 年男・年女の抱負

日々を大切に生きる

四国中央支部　星川　知毅

　新年あけましておめでとうございます。建築士資格を

取得して初めての年男となります。士会に入会してから、

様々な行事、活動に参加させていただき、毎度のことで

新たな刺激を受けています。

　24歳からの12年の間では、現場監督として入社して

建築に携わるようになり、２年前に愛媛に戻ってきてか

らは現場の施工図面を描いたりするなど、様々な業務に

携わってきました。これから次の12年間も新しいでき

ごとを楽しみながら、日々を大切に生きていきたいと思

います。

挑戦の年へ

新居浜支部　深見　兼司

　午年の年男ということで、本年８月に72歳を迎えます。

　建築設計業務に携わり約50年、振り返ると「山あり谷

あり」のあっという間の50年でありましたが、思えば、

創造したものを形にするという凄くやりがいのある設計

にずっと携われてこられたことに感謝しております。

　あと何年健康で設計業務に携われるか分かりませんが、

今年の抱負として、やれることは全てに挑戦し「よりア

グレッシブに」を心掛け、常に前向きに、少しでも向上

できる自分になれるような一年にしてまいります。

趣味の世界に移行

新居浜支部　横山　和良

　新年あけましておめでとうございます。

　新年早々還暦を迎えますが、同時に建築行政マンとし

ての終焉も迎えます。実際には定年65歳への移行期間

にかかり、もう少し新居浜市のためにお手伝いをします。

　60歳になれば健康面に注意し、趣味の釣りに勤しむ

予定です。膝や肩が痛くなる年頃ですが、電動リールと

いう武器があるので、出来るだけ長くやっていきたいで

す。調理とか新しいチャレンジもしていきます。

年男の抱負

今治支部　京極　征樹
　新年明けましておめでとうございます。今年で48歳

ということで、大学卒業からゼネコンを経て市役所で勤

務し24年、人生の半分以上、建築業界に身を置いてい

ることに改めて深い縁を感じています。

　年男として迎えるこの一年、仕事に励みつつも家族へ

の感謝を忘れずに、日々の暮らしを丁寧に重ねていきた

いです。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

年男の抱負

今治支部　西原　良

　新年あけましておめでとうございます。自分でも信じ

られないようなスピードで50歳目前となりましたが、家の

こと、仕事のことでバタバタする日がまだまだ続きそう

です。趣味とよべるものが出来、自分をリフレッシュさ

せることがだいぶ上手になってきたように思います。め

まぐるしく時代が流れていくなかで、ものの考え方、価

値観などが世代によってこんなにも違うのかと驚くこと

が多々あり、自分にも変化が必要なのかと最近強く感じ

るようになりました。が、初心を忘れずに、ブレずに過

ごせたらと思います。

　ゴールは全然見えてきませんが、家族のため、今まで

お世話になった方々のために、周りの皆様の力を借りて

これからも頑張っていきたいと思います。

建築士会に入会して

松山支部　片岡　晶子
　二級建築士に合格して建築士会に入会したのが平成29

年、この９年間で一級建築士の取得、士会活動にも少し

ずつ参加し、いろいろなご縁がありました。松山支部の

仲間からのお誘いでソフトバレーへの参加をきっかけに

広報委員に抜擢、数年務めさせていただき、現在は青年

委員、松山支部の事務局などなど…改めて振り返ると結

構な割合で士会に関わっているのだなぁと思うと同時に、

多くの方と知り合えて大変嬉しく思います。

　３回目の年女、お馬さんのように力強く、前向きに、

明るい一年にしたいと思います。今年もよろしくお願い

いたします。

歳男７回忌

松山支部　笹木　篤

　６度目の歳男、ということで寄稿文を迫られました。

何の抱負もなく、平常心であります。最近は何も考えな

いことを信条としていて、これが結構効果的でいろいろ

なことが楽になりました。「無の境地」とはほど遠いで

すが……。

　昨年来ヘリテージマネジャーの関係でさまざまな調査

に関わる機会を与えていただき、なんとか士会の会員ら

しくなってきました。今後も続けて行きたいと思います。

米作り

大洲支部　武田　尚樹

　早いもので48才になります。39才で結婚し今は二児

の父親です。家業を継いで住宅の設計施工をしています。

　昔から田んぼを30a程作っており、一昨年にはイノシ

シの被害に逢い20aの田は全滅になりました。昨年はそ

この田は休みましたが、米の高騰もあり、今年はまた作

りたいと思っています。ワイヤメッシュ対策もしている

のですが、押し上げて入ってくるので難題です。米作り

は大変ですが、先代がやってきたように収穫の喜びを味

わえるようになりたいとおもいます。

年男雑感

宇和島支部　松浦　洋

　明けましておめでとうございます。本年満72歳、6回

目の年男であります。お陰様で取りあえず健康で過ごし

ています。

　私の建築士会は28歳から40歳まで間がメインだった

ように思います。県連の青年部副部会長時代、早川邦彦

講演会を取り仕切らせてもらい、アポイントを取る事を

口実に早川先生が案内役のヨーロッパ建築視察旅行に同

行させていただいた事を思い出します。学生時代を思い

出し、設計の原点とは何か改めて感じさせていただいた

貴重な体験だったし、先生の「建築は場に共振する」の

教えは、今でも心に残ります。

　これからは一会費要員として本会に貢献したいと思い

ます。

幸運の丙午生まれ
宇和島支部　與那原　慶子

　明けましておめでとうございます。宇和島支部の與那

原慶子と申します。このたび、還暦の年女を迎えること

となりました。私が生まれた1966年は、出生数が激減

した丙午の年です。

　丙午生まれの女子は、「気性が激しく、夫の寿命を縮め

る」と言われてきましたが、少人数であるがゆえに、多く

の面で恵まれた経験をすることができました。特に、社

会に出るタイミングがバブル期と重なったことは、受験

や就職活動において大きな追い風となりました。

　世間で言われた「縁起の悪い年」というレッテルは、私

たち丙午には全く当てはまりませんでした。むしろ、最

高のスタートを切れた幸運な世代だと感謝しています。

　夫の建築設計事務所も創業26年目を迎え、私たち夫

婦も新たなフェーズに入ったと感じています。困難に遭

遇してもポジティブシンキングで、明るく元気に楽しく

人生を歩んでまいります。今年もよろしくお願いします。
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日々を大切に生きる

四国中央支部　星川　知毅

　新年あけましておめでとうございます。建築士資格を

取得して初めての年男となります。士会に入会してから、

様々な行事、活動に参加させていただき、毎度のことで

新たな刺激を受けています。

　24歳からの12年の間では、現場監督として入社して

建築に携わるようになり、２年前に愛媛に戻ってきてか

らは現場の施工図面を描いたりするなど、様々な業務に

携わってきました。これから次の12年間も新しいでき

ごとを楽しみながら、日々を大切に生きていきたいと思

います。

挑戦の年へ

新居浜支部　深見　兼司

　午年の年男ということで、本年８月に72歳を迎えます。

　建築設計業務に携わり約50年、振り返ると「山あり谷

あり」のあっという間の50年でありましたが、思えば、

創造したものを形にするという凄くやりがいのある設計

にずっと携われてこられたことに感謝しております。

　あと何年健康で設計業務に携われるか分かりませんが、

今年の抱負として、やれることは全てに挑戦し「よりア

グレッシブに」を心掛け、常に前向きに、少しでも向上

できる自分になれるような一年にしてまいります。

趣味の世界に移行

新居浜支部　横山　和良

　新年あけましておめでとうございます。

　新年早々還暦を迎えますが、同時に建築行政マンとし

ての終焉も迎えます。実際には定年65歳への移行期間

にかかり、もう少し新居浜市のためにお手伝いをします。

　60歳になれば健康面に注意し、趣味の釣りに勤しむ

予定です。膝や肩が痛くなる年頃ですが、電動リールと

いう武器があるので、出来るだけ長くやっていきたいで

す。調理とか新しいチャレンジもしていきます。

年男の抱負

今治支部　京極　征樹
　新年明けましておめでとうございます。今年で48歳

ということで、大学卒業からゼネコンを経て市役所で勤

務し24年、人生の半分以上、建築業界に身を置いてい

ることに改めて深い縁を感じています。

　年男として迎えるこの一年、仕事に励みつつも家族へ

の感謝を忘れずに、日々の暮らしを丁寧に重ねていきた

いです。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

年男の抱負

今治支部　西原　良

　新年あけましておめでとうございます。自分でも信じ

られないようなスピードで50歳目前となりましたが、家の

こと、仕事のことでバタバタする日がまだまだ続きそう

です。趣味とよべるものが出来、自分をリフレッシュさ

せることがだいぶ上手になってきたように思います。め

まぐるしく時代が流れていくなかで、ものの考え方、価

値観などが世代によってこんなにも違うのかと驚くこと

が多々あり、自分にも変化が必要なのかと最近強く感じ

るようになりました。が、初心を忘れずに、ブレずに過

ごせたらと思います。

　ゴールは全然見えてきませんが、家族のため、今まで

お世話になった方々のために、周りの皆様の力を借りて

これからも頑張っていきたいと思います。

建築士会に入会して

松山支部　片岡　晶子
　二級建築士に合格して建築士会に入会したのが平成29

年、この９年間で一級建築士の取得、士会活動にも少し

ずつ参加し、いろいろなご縁がありました。松山支部の

仲間からのお誘いでソフトバレーへの参加をきっかけに

広報委員に抜擢、数年務めさせていただき、現在は青年

委員、松山支部の事務局などなど…改めて振り返ると結

構な割合で士会に関わっているのだなぁと思うと同時に、

多くの方と知り合えて大変嬉しく思います。

　３回目の年女、お馬さんのように力強く、前向きに、

明るい一年にしたいと思います。今年もよろしくお願い

いたします。

歳男７回忌

松山支部　笹木　篤

　６度目の歳男、ということで寄稿文を迫られました。

何の抱負もなく、平常心であります。最近は何も考えな

いことを信条としていて、これが結構効果的でいろいろ

なことが楽になりました。「無の境地」とはほど遠いで

すが……。

　昨年来ヘリテージマネジャーの関係でさまざまな調査

に関わる機会を与えていただき、なんとか士会の会員ら

しくなってきました。今後も続けて行きたいと思います。

米作り

大洲支部　武田　尚樹

　早いもので48才になります。39才で結婚し今は二児

の父親です。家業を継いで住宅の設計施工をしています。

　昔から田んぼを30a程作っており、一昨年にはイノシ

シの被害に逢い20aの田は全滅になりました。昨年はそ

この田は休みましたが、米の高騰もあり、今年はまた作

りたいと思っています。ワイヤメッシュ対策もしている

のですが、押し上げて入ってくるので難題です。米作り

は大変ですが、先代がやってきたように収穫の喜びを味

わえるようになりたいとおもいます。

年男雑感

宇和島支部　松浦　洋

　明けましておめでとうございます。本年満72歳、6回

目の年男であります。お陰様で取りあえず健康で過ごし

ています。

　私の建築士会は28歳から40歳まで間がメインだった

ように思います。県連の青年部副部会長時代、早川邦彦

講演会を取り仕切らせてもらい、アポイントを取る事を

口実に早川先生が案内役のヨーロッパ建築視察旅行に同

行させていただいた事を思い出します。学生時代を思い

出し、設計の原点とは何か改めて感じさせていただいた

貴重な体験だったし、先生の「建築は場に共振する」の

教えは、今でも心に残ります。

　これからは一会費要員として本会に貢献したいと思い

ます。

幸運の丙午生まれ
宇和島支部　與那原　慶子

　明けましておめでとうございます。宇和島支部の與那

原慶子と申します。このたび、還暦の年女を迎えること

となりました。私が生まれた1966年は、出生数が激減

した丙午の年です。

　丙午生まれの女子は、「気性が激しく、夫の寿命を縮め

る」と言われてきましたが、少人数であるがゆえに、多く

の面で恵まれた経験をすることができました。特に、社

会に出るタイミングがバブル期と重なったことは、受験

や就職活動において大きな追い風となりました。

　世間で言われた「縁起の悪い年」というレッテルは、私

たち丙午には全く当てはまりませんでした。むしろ、最

高のスタートを切れた幸運な世代だと感謝しています。

　夫の建築設計事務所も創業26年目を迎え、私たち夫

婦も新たなフェーズに入ったと感じています。困難に遭

遇してもポジティブシンキングで、明るく元気に楽しく

人生を歩んでまいります。今年もよろしくお願いします。
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　最初は、京都の設計事務所に勤めていた時のこと

だだ。。夜夜、、クライアントの所に打ち合せに行く時にクライアントの所に打ち合せに行く時に、、先先

輩から声を掛けられた輩から声を掛けられた。「。「近くに安藤忠雄近くに安藤忠雄のTime’sのTime’s

があるぞ」と。京都三条通り高瀬川沿いに建つテナがあるぞ」と。京都三条通り高瀬川沿いに建つテナ

ントビルのTimントビルのTime’e’sのことだ。当時の僕は安藤建築sのことだ。当時の僕は安藤建築

には全く興味がなかったが、いつも色々と良くしてには全く興味がなかったが、いつも色々と良くして

くれる先輩からの声掛けだったので、打ち合せの帰くれる先輩からの声掛けだったので、打ち合せの帰

りにちょっと見ておこうと思って寄ってみた。りにちょっと見ておこうと思って寄ってみた。

　夜の10時過ぎ、近くのパーキングに車を停め　夜の10時過ぎ、近くのパーキングに車を停めて、て、

お店の閉まった誰もいないTimお店の閉まった誰もいないTime’e’sに足を踏み入れsに足を踏み入れ

てみた。外部階段を何段か上がると、妙な感覚に襲てみた。外部階段を何段か上がると、妙な感覚に襲

われた。全身に何かがまとわりつく。みなさんも子われた。全身に何かがまとわりつく。みなさんも子

供の頃、目を閉じて眉間に指を近づけると、近づい供の頃、目を閉じて眉間に指を近づけると、近づい

てくる指を感じたことはないだろうか。それと同じてくる指を感じたことはないだろうか。それと同じ

ような感覚を全身に感じた。「何だこれは？」僕はような感覚を全身に感じた。「何だこれは？」僕は

訳も分からないまま、外部階段をウロウロと上がり訳も分からないまま、外部階段をウロウロと上がり

下りしながら、小一時間、その奇妙な感覚を楽しん下りしながら、小一時間、その奇妙な感覚を楽しん

でいた。でいた。

　この時、安藤忠雄が世界的に評価されている理由　この時、安藤忠雄が世界的に評価されている理由

は、この空間体験のせいだと思った。全身に奇妙なは、この空間体験のせいだと思った。全身に奇妙な

圧を感じる建築なんて初めての体験で、微妙な絶妙圧を感じる建築なんて初めての体験で、微妙な絶妙

な寸法で縦・横・高さの空間をつくる安藤忠雄に感な寸法で縦・横・高さの空間をつくる安藤忠雄に感

服してしまった。しかし、その後、大阪・神戸の安服してしまった。しかし、その後、大阪・神戸の安

藤建築を幾つか見に行ったが、同じような感覚を体藤建築を幾つか見に行ったが、同じような感覚を体

験することはなかった。Tim験することはなかった。Time’e’s特有のこの感覚。s特有のこの感覚。

この体験は、何だったのだろうか？この体験は、何だったのだろうか？

　２回目は、東京の設計事務所に勤めていた時のこ

とだ。同僚が担当した宮城の大河原公園が竣工間近

になりになり、、僕は久しく会えていなかった同僚に会い僕は久しく会えていなかった同僚に会いに、に、

そして現場の見学に行った。小さな管理棟の傍に庭そして現場の見学に行った。小さな管理棟の傍に庭

が計画されていて、目線ほどの高さのコンクリートが計画されていて、目線ほどの高さのコンクリート

塀が建っていた。竣工時にはこの塀の高さまで盛塀が建っていた。竣工時にはこの塀の高さまで盛土土

をして、ちょっとした小高い丘の中庭になる予定だをして、ちょっとした小高い丘の中庭になる予定だっっ

た。ところが、盛土をしていないこの庭に出てみるた。ところが、盛土をしていないこの庭に出てみる

と、また奇妙な感覚に襲われた。シンプルな塀と遠と、また奇妙な感覚に襲われた。シンプルな塀と遠

くに見える山々と空。それらに囲まれてそこに立っくに見える山々と空。それらに囲まれてそこに立っ

ていると、全身に奇妙な圧を感じた。まるでプールていると、全身に奇妙な圧を感じた。まるでプール

に浸かっているかのように、囲まれている透明な立に浸かっているかのように、囲まれている透明な立

体を全身で感じた。体を全身で感じた。

　僕は思わず感激し　僕は思わず感激してて「凄い空間をつくったね！「凄い空間をつくったね！」」とと

同僚に声を掛けた。同僚からは「ここ埋めちゃうん同僚に声を掛けた。同僚からは「ここ埋めちゃうん

だよね」少し寂しげな言葉が返ってきた。コンペでだよね」少し寂しげな言葉が返ってきた。コンペで

取った公共事業なので、そうおいそれとは計画変更取った公共事業なので、そうおいそれとは計画変更

ができなかった。２人でしばらく建築の話をしながができなかった。２人でしばらく建築の話をしなが

ら、その空間を堪能した。ら、その空間を堪能した。

　単なる偶然かもしれないが、今まで感じたことの　単なる偶然かもしれないが、今まで感じたことの

ない空間をつくることができたことを喜びつつも、ない空間をつくることができたことを喜びつつも、

消えゆくことに対して何もできないもどかしさも感消えゆくことに対して何もできないもどかしさも感

じたじた。。素材なのか素材なのか、、寸法なのか寸法なのか、、周辺環境なのか周辺環境なのか、、そそ

れらの複合的なものなのか、僕ら二人に理由は分かれらの複合的なものなのか、僕ら二人に理由は分か

らないまま、僕は現場を後にした。Timらないまま、僕は現場を後にした。Time’e’sに似てsに似て

いながらも、また違った感覚。この体験は、何だっいながらも、また違った感覚。この体験は、何だっ

たのだろうか？たのだろうか？

　３回目は、愛媛に帰ってきて自分の事務所を始め　３回目は、愛媛に帰ってきて自分の事務所を始め

た頃だ。カミさんが、どこかに連れてけとうるさいた頃だ。カミさんが、どこかに連れてけとうるさい

のでので、、うどんを食べに行ってうどんを食べに行って、、その後美術館に行くこその後美術館に行くこ

とを提案してＯＫをもらった。以前から行きたかっとを提案してＯＫをもらった。以前から行きたかっ

た丸亀の中村うどんと、丸亀市猪熊弦一郎現代美術た丸亀の中村うどんと、丸亀市猪熊弦一郎現代美術

館に行くことになった。まんまと作戦成功。カミさ館に行くことになった。まんまと作戦成功。カミさ

んはうどん、僕は猪熊弦一郎美術館。んはうどん、僕は猪熊弦一郎美術館。

　谷口吉生の猪熊弦一郎現代美術館は、ゆっくりと　谷口吉生の猪熊弦一郎現代美術館は、ゆっくりと

見たかったので、先にうどん屋さんに行ってお昼を見たかったので、先にうどん屋さんに行ってお昼を

済ませてから美術館に向かった。小さなエントラン済ませてから美術館に向かった。小さなエントラン

スと、その上に大きく覆い被さる屋根のようなピロスと、その上に大きく覆い被さる屋根のようなピロ

ティ的空間。エントランスとその横にある上階へのティ的空間。エントランスとその横にある上階への

屋外階段あたりに屋外階段あたりに、、また独特な感覚を感じたまた独特な感覚を感じた。。「この「この

辺、何かいいよね」カミさんも感じるものがあるら辺、何かいいよね」カミさんも感じるものがあるら

しい。僕は、また全身に奇妙な圧を感じながら「こしい。僕は、また全身に奇妙な圧を感じながら「こ

こには空間がある」ことを実感していた。非常に大こには空間がある」ことを実感していた。非常に大

きな空間でありながら、ヒューマンスケールの身体きな空間でありながら、ヒューマンスケールの身体

に語りかけてくる何かを体感していた。に語りかけてくる何かを体感していた。

　谷口さんの建築は、幾つか見たことがある。土門　谷口さんの建築は、幾つか見たことがある。土門

拳記念館。東京都葛西臨海水族園、展望広場レスト拳記念館。東京都葛西臨海水族園、展望広場レスト

ハウスハウス。。豊田市美術館豊田市美術館。。広島市環境局中工場広島市環境局中工場。。でもでも、、

空間体験を感じたのはこの猪熊弦一郎現代美術館だ空間体験を感じたのはこの猪熊弦一郎現代美術館だ

けだ。この建築が特別なのか、それとも僕の感覚がけだ。この建築が特別なのか、それとも僕の感覚が

この建築にのみ反応しているのか、それは分からなこの建築にのみ反応しているのか、それは分からな

い。Timい。Time’e’sとも大河原公園とも違う感覚でありなsとも大河原公園とも違う感覚でありな

がらがら、、どこか繋がるような共通するような所もあるどこか繋がるような共通するような所もある。。

　　「空間「空間」」とは何なのだろうか？こんな感覚を感じなとは何なのだろうか？こんな感覚を感じな

ければ空間ではないのだろうか？空間を定義するこければ空間ではないのだろうか？空間を定義するこ

とが正しいことなのだろうか？非常に奥深くて難とが正しいことなのだろうか？非常に奥深くて難解解

で得体の知れないものが、空間ではないのだろうか？で得体の知れないものが、空間ではないのだろうか？

考えを巡らせれば、その答えは果てしなく謎めいて考えを巡らせれば、その答えは果てしなく謎めいて

何処までも尽きない。僕らの周りに確実に存在しな何処までも尽きない。僕らの周りに確実に存在しな

がらもがらも、、誰にもその実態を明らかにしていない空誰にもその実態を明らかにしていない空間。間。

それはひょっとしたらそれはひょっとしたら、、永遠の謎なのかも知れな永遠の謎なのかも知れない。い。

　みなさんも、建築で特別な体験をした時は、空間　みなさんも、建築で特別な体験をした時は、空間

について考えてみて欲しい。ひょっとすると、空間について考えてみて欲しい。ひょっとすると、空間

を解き明かす糸口が見つかるかもしれないを解き明かす糸口が見つかるかもしれない。。今僕は今僕は、、

３つの建築の体験をもう一度確認したいという思い３つの建築の体験をもう一度確認したいという思い

と、それらと同じような感覚を受ける建築に出会いと、それらと同じような感覚を受ける建築に出会い

たいという思いと、こんな感覚を人に与える建築をたいという思いと、こんな感覚を人に与える建築を

つくりたいという思いに駆られている。日々、空間つくりたいという思いに駆られている。日々、空間

の中で過ごしながら、気が付かずに見過ごしているの中で過ごしながら、気が付かずに見過ごしている

空間空間。。定義なんかに拘ることな定義なんかに拘ることなくく「これが空間だ「これが空間だ」」誰誰

しもが心地よく快適で、そして不思議な感覚を受けしもが心地よく快適で、そして不思議な感覚を受け

るモノ。言葉ではなく、これだというものを探してるモノ。言葉ではなく、これだというものを探して

見つけてつくり出したいと思っている。見つけてつくり出したいと思っている。

　最初は、京都の設計事務所に勤めていた時のこと

だ。夜、クライアントの所に打ち合せに行く時に、先

輩から声を掛けられた。「近くに安藤忠雄のTime’s

があるぞ」と。京都三条通り高瀬川沿いに建つテナ

ントビルのTime’sのことだ。当時の僕は安藤建築

には全く興味がなかったが、いつも色々と良くして

くれる先輩からの声掛けだったので、打ち合せの帰

りにちょっと見ておこうと思って寄ってみた。

　夜の10時過ぎ、近くのパーキングに車を停めて、

お店の閉まった誰もいないTime’sに足を踏み入れ

てみた。外部階段を何段か上がると、妙な感覚に襲

われた。全身に何かがまとわりつく。みなさんも子

供の頃、目を閉じて眉間に指を近づけると、近づい

てくる指を感じたことはないだろうか。それと同じ

ような感覚を全身に感じた。「何だこれは？」僕は

訳も分からないまま、外部階段をウロウロと上がり

下りしながら、小一時間、その奇妙な感覚を楽しん

でいた。

　この時、安藤忠雄が世界的に評価されている理由

は、この空間体験のせいだと思った。全身に奇妙な

圧を感じる建築なんて初めての体験で、微妙な絶妙

な寸法で縦・横・高さの空間をつくる安藤忠雄に感

服してしまった。しかし、その後、大阪・神戸の安

藤建築を幾つか見に行ったが、同じような感覚を体

験することはなかった。Time’s特有のこの感覚。

この体験は、何だったのだろうか？

　２回目は、東京の設計事務所に勤めていた時のこ

とだ。同僚が担当した宮城の大河原公園が竣工間近

になり、僕は久しく会えていなかった同僚に会いに、

そして現場の見学に行った。小さな管理棟の傍に庭

が計画されていて、目線ほどの高さのコンクリート

塀が建っていた。竣工時にはこの塀の高さまで盛土

をして、ちょっとした小高い丘の中庭になる予定だっ

た。ところが、盛土をしていないこの庭に出てみる

と、また奇妙な感覚に襲われた。シンプルな塀と遠

くに見える山々と空。それらに囲まれてそこに立っ

ていると、全身に奇妙な圧を感じた。まるでプール

に浸かっているかのように、囲まれている透明な立

体を全身で感じた。

　僕は思わず感激して「凄い空間をつくったね！」と

同僚に声を掛けた。同僚からは「ここ埋めちゃうん

だよね」少し寂しげな言葉が返ってきた。コンペで

取った公共事業なので、そうおいそれとは計画変更

ができなかった。２人でしばらく建築の話をしなが

ら、その空間を堪能した。

　単なる偶然かもしれないが、今まで感じたことの

ない空間をつくることができたことを喜びつつも、

消えゆくことに対して何もできないもどかしさも感

じた。素材なのか、寸法なのか、周辺環境なのか、そ

れらの複合的なものなのか、僕ら二人に理由は分か

らないまま、僕は現場を後にした。Time’sに似て

いながらも、また違った感覚。この体験は、何だっ

たのだろうか？

　３回目は、愛媛に帰ってきて自分の事務所を始め

た頃だ。カミさんが、どこかに連れてけとうるさい

ので、うどんを食べに行って、その後美術館に行くこ

とを提案してＯＫをもらった。以前から行きたかっ

た丸亀の中村うどんと、丸亀市猪熊弦一郎現代美術

館に行くことになった。まんまと作戦成功。カミさ

んはうどん、僕は猪熊弦一郎美術館。

　谷口吉生の猪熊弦一郎現代美術館は、ゆっくりと

見たかったので、先にうどん屋さんに行ってお昼を

済ませてから美術館に向かった。小さなエントラン

スと、その上に大きく覆い被さる屋根のようなピロ

ティ的空間。エントランスとその横にある上階への

屋外階段あたりに、また独特な感覚を感じた。「この

辺、何かいいよね」カミさんも感じるものがあるら

しい。僕は、また全身に奇妙な圧を感じながら「こ

こには空間がある」ことを実感していた。非常に大

きな空間でありながら、ヒューマンスケールの身体

に語りかけてくる何かを体感していた。

　谷口さんの建築は、幾つか見たことがある。土門

拳記念館。東京都葛西臨海水族園、展望広場レスト

ハウス。豊田市美術館。広島市環境局中工場。でも、

空間体験を感じたのはこの猪熊弦一郎現代美術館だ

けだ。この建築が特別なのか、それとも僕の感覚が

この建築にのみ反応しているのか、それは分からな

い。Time’sとも大河原公園とも違う感覚でありな

がら、どこか繋がるような共通するような所もある。

　「空間」とは何なのだろうか？こんな感覚を感じな

ければ空間ではないのだろうか？空間を定義するこ

とが正しいことなのだろうか？非常に奥深くて難解

で得体の知れないものが、空間ではないのだろうか？

考えを巡らせれば、その答えは果てしなく謎めいて

何処までも尽きない。僕らの周りに確実に存在しな

がらも、誰にもその実態を明らかにしていない空間。

それはひょっとしたら、永遠の謎なのかも知れない。

　みなさんも、建築で特別な体験をした時は、空間

について考えてみて欲しい。ひょっとすると、空間

を解き明かす糸口が見つかるかもしれない。今僕は、

３つの建築の体験をもう一度確認したいという思い

と、それらと同じような感覚を受ける建築に出会い

たいという思いと、こんな感覚を人に与える建築を

つくりたいという思いに駆られている。日々、空間

の中で過ごしながら、気が付かずに見過ごしている

空間。定義なんかに拘ることなく「これが空間だ」誰

しもが心地よく快適で、そして不思議な感覚を受け

るモノ。言葉ではなく、これだというものを探して

見つけてつくり出したいと思っている。

最初は、京都の設計事務所に勤めていた時のこと最初は、京都の設計事務所に勤めていた時のこと

　２２

とだとだ

　「空間」とは一体どんなものなのだろうか？辞書的な定義
を色々と書き並べると、何だか逆にぼやけてしまって伝わ
らないような気がする。僕は今まで３つの建築に強く空間
を感じたことがある。
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　最初は、京都の設計事務所に勤めていた時のこと

だだ。。夜夜、、クライアントの所に打ち合せに行く時にクライアントの所に打ち合せに行く時に、、先先

輩から声を掛けられた輩から声を掛けられた。「。「近くに安藤忠雄近くに安藤忠雄のTime’sのTime’s

があるぞ」と。京都三条通り高瀬川沿いに建つテナがあるぞ」と。京都三条通り高瀬川沿いに建つテナ

ントビルのTimントビルのTime’e’sのことだ。当時の僕は安藤建築sのことだ。当時の僕は安藤建築

には全く興味がなかったが、いつも色々と良くしてには全く興味がなかったが、いつも色々と良くして

くれる先輩からの声掛けだったので、打ち合せの帰くれる先輩からの声掛けだったので、打ち合せの帰

りにちょっと見ておこうと思って寄ってみた。りにちょっと見ておこうと思って寄ってみた。

　夜の10時過ぎ、近くのパーキングに車を停め　夜の10時過ぎ、近くのパーキングに車を停めて、て、

お店の閉まった誰もいないTimお店の閉まった誰もいないTime’e’sに足を踏み入れsに足を踏み入れ

てみた。外部階段を何段か上がると、妙な感覚に襲てみた。外部階段を何段か上がると、妙な感覚に襲

われた。全身に何かがまとわりつく。みなさんも子われた。全身に何かがまとわりつく。みなさんも子

供の頃、目を閉じて眉間に指を近づけると、近づい供の頃、目を閉じて眉間に指を近づけると、近づい

てくる指を感じたことはないだろうか。それと同じてくる指を感じたことはないだろうか。それと同じ

ような感覚を全身に感じた。「何だこれは？」僕はような感覚を全身に感じた。「何だこれは？」僕は

訳も分からないまま、外部階段をウロウロと上がり訳も分からないまま、外部階段をウロウロと上がり

下りしながら、小一時間、その奇妙な感覚を楽しん下りしながら、小一時間、その奇妙な感覚を楽しん

でいた。でいた。

　この時、安藤忠雄が世界的に評価されている理由　この時、安藤忠雄が世界的に評価されている理由

は、この空間体験のせいだと思った。全身に奇妙なは、この空間体験のせいだと思った。全身に奇妙な

圧を感じる建築なんて初めての体験で、微妙な絶妙圧を感じる建築なんて初めての体験で、微妙な絶妙

な寸法で縦・横・高さの空間をつくる安藤忠雄に感な寸法で縦・横・高さの空間をつくる安藤忠雄に感

服してしまった。しかし、その後、大阪・神戸の安服してしまった。しかし、その後、大阪・神戸の安

藤建築を幾つか見に行ったが、同じような感覚を体藤建築を幾つか見に行ったが、同じような感覚を体

験することはなかった。Tim験することはなかった。Time’e’s特有のこの感覚。s特有のこの感覚。

この体験は、何だったのだろうか？この体験は、何だったのだろうか？

　２回目は、東京の設計事務所に勤めていた時のこ

とだ。同僚が担当した宮城の大河原公園が竣工間近

になりになり、、僕は久しく会えていなかった同僚に会い僕は久しく会えていなかった同僚に会いに、に、

そして現場の見学に行った。小さな管理棟の傍に庭そして現場の見学に行った。小さな管理棟の傍に庭

が計画されていて、目線ほどの高さのコンクリートが計画されていて、目線ほどの高さのコンクリート

塀が建っていた。竣工時にはこの塀の高さまで盛塀が建っていた。竣工時にはこの塀の高さまで盛土土

をして、ちょっとした小高い丘の中庭になる予定だをして、ちょっとした小高い丘の中庭になる予定だっっ

た。ところが、盛土をしていないこの庭に出てみるた。ところが、盛土をしていないこの庭に出てみる

と、また奇妙な感覚に襲われた。シンプルな塀と遠と、また奇妙な感覚に襲われた。シンプルな塀と遠

くに見える山々と空。それらに囲まれてそこに立っくに見える山々と空。それらに囲まれてそこに立っ

ていると、全身に奇妙な圧を感じた。まるでプールていると、全身に奇妙な圧を感じた。まるでプール

に浸かっているかのように、囲まれている透明な立に浸かっているかのように、囲まれている透明な立

体を全身で感じた。体を全身で感じた。

　僕は思わず感激し　僕は思わず感激してて「凄い空間をつくったね！「凄い空間をつくったね！」」とと

同僚に声を掛けた。同僚からは「ここ埋めちゃうん同僚に声を掛けた。同僚からは「ここ埋めちゃうん

だよね」少し寂しげな言葉が返ってきた。コンペでだよね」少し寂しげな言葉が返ってきた。コンペで

取った公共事業なので、そうおいそれとは計画変更取った公共事業なので、そうおいそれとは計画変更

ができなかった。２人でしばらく建築の話をしながができなかった。２人でしばらく建築の話をしなが

ら、その空間を堪能した。ら、その空間を堪能した。

　単なる偶然かもしれないが、今まで感じたことの　単なる偶然かもしれないが、今まで感じたことの

ない空間をつくることができたことを喜びつつも、ない空間をつくることができたことを喜びつつも、

消えゆくことに対して何もできないもどかしさも感消えゆくことに対して何もできないもどかしさも感

じたじた。。素材なのか素材なのか、、寸法なのか寸法なのか、、周辺環境なのか周辺環境なのか、、そそ

れらの複合的なものなのか、僕ら二人に理由は分かれらの複合的なものなのか、僕ら二人に理由は分か

らないまま、僕は現場を後にした。Timらないまま、僕は現場を後にした。Time’e’sに似てsに似て

いながらも、また違った感覚。この体験は、何だっいながらも、また違った感覚。この体験は、何だっ

たのだろうか？たのだろうか？

　３回目は、愛媛に帰ってきて自分の事務所を始め　３回目は、愛媛に帰ってきて自分の事務所を始め

た頃だ。カミさんが、どこかに連れてけとうるさいた頃だ。カミさんが、どこかに連れてけとうるさい

のでので、、うどんを食べに行ってうどんを食べに行って、、その後美術館に行くこその後美術館に行くこ

とを提案してＯＫをもらった。以前から行きたかっとを提案してＯＫをもらった。以前から行きたかっ

た丸亀の中村うどんと、丸亀市猪熊弦一郎現代美術た丸亀の中村うどんと、丸亀市猪熊弦一郎現代美術

館に行くことになった。まんまと作戦成功。カミさ館に行くことになった。まんまと作戦成功。カミさ

んはうどん、僕は猪熊弦一郎美術館。んはうどん、僕は猪熊弦一郎美術館。

　谷口吉生の猪熊弦一郎現代美術館は、ゆっくりと　谷口吉生の猪熊弦一郎現代美術館は、ゆっくりと

見たかったので、先にうどん屋さんに行ってお昼を見たかったので、先にうどん屋さんに行ってお昼を

済ませてから美術館に向かった。小さなエントラン済ませてから美術館に向かった。小さなエントラン

スと、その上に大きく覆い被さる屋根のようなピロスと、その上に大きく覆い被さる屋根のようなピロ

ティ的空間。エントランスとその横にある上階へのティ的空間。エントランスとその横にある上階への

屋外階段あたりに屋外階段あたりに、、また独特な感覚を感じたまた独特な感覚を感じた。。「この「この

辺、何かいいよね」カミさんも感じるものがあるら辺、何かいいよね」カミさんも感じるものがあるら

しい。僕は、また全身に奇妙な圧を感じながら「こしい。僕は、また全身に奇妙な圧を感じながら「こ

こには空間がある」ことを実感していた。非常に大こには空間がある」ことを実感していた。非常に大

きな空間でありながら、ヒューマンスケールの身体きな空間でありながら、ヒューマンスケールの身体

に語りかけてくる何かを体感していた。に語りかけてくる何かを体感していた。
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とだとだ

　「空間」とは一体どんなものなのだろうか？辞書的な定義
を色々と書き並べると、何だか逆にぼやけてしまって伝わ
らないような気がする。僕は今まで３つの建築に強く空間
を感じたことがある。
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松山支部　松山支部　尾﨑　光高尾﨑　光高松山支部　尾﨑　光高

　先ずは色鉛筆の種類ですが、色のノリが良いですので
１本100円代の物を使って頂きたいです。文具店、画材
専門店でばら売りしてますので、かなりの色数が手に入
ります。用紙はコピー用紙（表面の目が細かい物でない
と色が上手くノリません）ケント紙（表面がツルツルし
ているので精密な仕上がりに適しています）「表現技法
は前回の鉛筆と同じです」

建築パース製作実践編建築パース製作実践編　　４４))

　水彩画パースより簡単であり、色を作る必要がない為手軽に取り組める技法です。

１　使用道具類

２　製作準備　某ビル外観

作画手順１

　今回も実例写真を使って製作順序を解説してまいりま
す。2012年に東京出張の折、銀座にて撮影した某ビル
を題材にしました。

作画手順２

①全体のバランスを考えながら空の色を濃くして建物が
浮き立つように調整します。

②１階部分の店舗部分を描いていきます。（ここも写真
には無いですがガラス面の反射部分を描きます）

③路面部分を大まかに入れていきます。
④路面に縦線を入れることにより、水面に建物が映り込
んでいるイメージ（雨上がりの風景的）とすると変化
が出てきてパースが生き生きとしてきます。

⑤周りの建物は薄く簡単な描き込みとします、色も実際
の色では無く主役を生かす構成としました。

作画手順３

①添景を描き入れますが、人・車は余り描き過ぎないよ
うにこの位でイラスト的とします。（形はペンにてハッ
キリと描きます）色は華やかさを出す為、赤、紫等を
使います。

②樹木もペンにて描き、色を付けましたが明るい部分は
ペン修正液にて表しました。（絵画、イラスト、漫画製
作でも使用されています）

③路面の描き込みも進めていきます。消失点に向かう線
も入れて水平感を出します。

④路面にも黒点、白点（ペン修正液）を入れて淡泊になら
ないように建物とのバランスを取ります。（路面はどっ
しりとした仕上がりとします）色も赤紫、紺等を使い
カラフルな仕上がりとしました。

⑤最後に全体的に調整します。（太陽の反射部分は白色
のコンテ鉛筆にて塗り強調、窓等濃い部分を足してい
く、店舗の照明を足す、サッシ枠のホワイト部分を足
す等）

　この建物は普通のカ－テンウォール＋パネル
の組み合わせが印象的でした。独創的なベンガ
ラ色パネルと黒との取り合わせが日本的なイメ
－ジから発想を得たのかなと感じられました。
周囲の建物も赤（この建物にも負けていないで
すね）、茶、青緑色系（こちらのビルと対比して
いてベンガラ色が引き立っています）で有りま
すが、溶け合っているように見えます。どちら
が先に建ったのか分かりませんが考慮されてい
る様に思います。

参考例　住宅提案例

　普段は住宅の設計が多い為、実務で描いているラフプ
ランを紹介致します。いつもはフリーハンドで作成する
場合が多いのですが、今回はＣＡＤで作成した下図を基
に色鉛筆で仕上げているものです。
①平面図はＣＡＤ図面の上からフリーハンドでなぞり色
を付けますが、図中心を消失点とし一点透視図的に内
壁などの影を入れることにより立体感を出した例です。
②立面図は無しで外観パースとする場合があります。フ
リーハンドで仕上げると柔らかい印象となり施主に受
け入られ易くなるかと思います。

③内観パースはこの程度でまとめます。施主の家具・照
明器具・カ－テン等の好みが把握出来ていない場合な
どは余りイメージを限定しない方が良いかと思います。
＊この様にデジタル仕様を手描き風に見せるテクニック
も大いに役立ちますのでとにかく練習してみて下さい。
　次回は水彩によるパ－ス製作についてご紹介致します。
　今回も古建築シリ－ズはお休みとなります。

①空から着色します。写真では薄曇りの日だった為、青
空に変えました。雲の形はぼやかしてます。
②外壁左面のカ－テンウォ－ル部分の上部から空が映り
込んでいるイメージで描いていきます。サッシ枠は余
り気にせずに大まかに下塗りを重ねます。
③太陽の反射部分は白紙のままとします。
④中間部の室内が見えている窓、隣のビルが映り込んで
いる部分等の範囲を写真に忠実に描き分けていきます。

⑤下部はカ－テンが垂れ下がっていますが、ここはぼか
した表現とします。
⑥ベンガラ色のパネルを色合いの変化を意識しながら描
いていきますが、中々近似色１本では色が出なくて、何
色か重ね塗りしました。（重色という技法です。複雑
な色を再現する時に使いますが絵画の手法です）
⑦右面（影部分）も同じ様に描いていきます。
⑧所々に室内の照明を入れる事で立体感を演出するよう
にします。
⑨写真には有りませんがガラスの反射の斜線を入れます。
⑩サッシ枠を描き入れます。上部に行く程薄くしていき
ます。
（距離感を出す為。空気遠近法ですね）

色鉛筆によるパース技法

▲外観パース ▲内観パース

▲１Ｆ平面図 ▲２Ｆ平面図

▲コピ－下図 ▲作画手順１

▲東京某ビル外観

〔準備〕
写真をカラ－コピ－してトレペにてトレースしたも
のをコピー用紙に印刷して準備完了。（今回は鉛筆で
トレ－スした為、柔らかな線画となりました）

　尚、建築士会ＨＰより、カラ－版が閲覧出来ますので宜しくお願い致します。

▲作画手順２ ▲作画手順３

プチ考察
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　この建物は普通のカ－テンウォール＋パネル
の組み合わせが印象的でした。独創的なベンガ
ラ色パネルと黒との取り合わせが日本的なイメ
－ジから発想を得たのかなと感じられました。
周囲の建物も赤（この建物にも負けていないで
すね）、茶、青緑色系（こちらのビルと対比して
いてベンガラ色が引き立っています）で有りま
すが、溶け合っているように見えます。どちら
が先に建ったのか分かりませんが考慮されてい
る様に思います。

参考例　住宅提案例

　普段は住宅の設計が多い為、実務で描いているラフプ
ランを紹介致します。いつもはフリーハンドで作成する
場合が多いのですが、今回はＣＡＤで作成した下図を基
に色鉛筆で仕上げているものです。
①平面図はＣＡＤ図面の上からフリーハンドでなぞり色
を付けますが、図中心を消失点とし一点透視図的に内
壁などの影を入れることにより立体感を出した例です。

②立面図は無しで外観パースとする場合があります。フ
リーハンドで仕上げると柔らかい印象となり施主に受
け入られ易くなるかと思います。
③内観パースはこの程度でまとめます。施主の家具・照
明器具・カ－テン等の好みが把握出来ていない場合な
どは余りイメージを限定しない方が良いかと思います。
＊この様にデジタル仕様を手描き風に見せるテクニック
も大いに役立ちますのでとにかく練習してみて下さい。
　次回は水彩によるパ－ス製作についてご紹介致します。
　今回も古建築シリ－ズはお休みとなります。

①空から着色します。写真では薄曇りの日だった為、青
空に変えました。雲の形はぼやかしてます。

②外壁左面のカ－テンウォ－ル部分の上部から空が映り
込んでいるイメージで描いていきます。サッシ枠は余
り気にせずに大まかに下塗りを重ねます。

③太陽の反射部分は白紙のままとします。
④中間部の室内が見えている窓、隣のビルが映り込んで
いる部分等の範囲を写真に忠実に描き分けていきます。

⑤下部はカ－テンが垂れ下がっていますが、ここはぼか
した表現とします。

⑥ベンガラ色のパネルを色合いの変化を意識しながら描
いていきますが、中々近似色１本では色が出なくて、何
色か重ね塗りしました。（重色という技法です。複雑
な色を再現する時に使いますが絵画の手法です）

⑦右面（影部分）も同じ様に描いていきます。
⑧所々に室内の照明を入れる事で立体感を演出するよう
にします。

⑨写真には有りませんがガラスの反射の斜線を入れます。
⑩サッシ枠を描き入れます。上部に行く程薄くしていき
ます。

（距離感を出す為。空気遠近法ですね）

色鉛筆によるパース技法

▲外観パース ▲内観パース

▲１Ｆ平面図 ▲２Ｆ平面図

▲コピ－下図 ▲作画手順１

▲東京某ビル外観

〔準備〕
写真をカラ－コピ－してトレペにてトレースしたも
のをコピー用紙に印刷して準備完了。（今回は鉛筆で
トレ－スした為、柔らかな線画となりました）

　尚、建築士会ＨＰより、カラ－版が閲覧出来ますので宜しくお願い致します。

▲作画手順２ ▲作画手順３

プチ考察
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はじめに

　藤高興産株式会社の藤髙豊文氏の依頼を受け、令和７
年７月９日・10月29日に峰岡・花岡が現地調査を行っ
た。旧岡田家別荘は木造２階建て入母屋造り桟瓦葺き（一
部銅板葺き）、床面積229.47㎡の建物で、岡田恒太氏の
別邸として大正５年（1916）に建てられた。現在もほぼ当
時の状態で使用されている。座敷に面する庭の景観も素晴
らしく、茶室を持つ別荘建築として建築的価値も高いため
国の登録有形文化財も見据えて調査をする運びとなった。

今治タオルの歴史

　今治の藩政時代の経済を支えたのは白木綿だった。今
治は綿花の栽培に適した土地柄で、綿花から綿布を作り
財源としていた。河村瑞賢による航路の開拓もあり、江
戸期は海運業が盛んであった。上方に近い今治は物資の
輸送に適していたこともあり、白木綿は全国へ流通して
いったのである。その後、柳瀬義達により綿替木綿とい
われる取引制度が作られると、藩の経済の中心となった。
農家の女性の副業であった木綿は一気に藩の産業となっ
たのである。その後、過剰な生産などから品質が落ちる
など様々な困難があったが、品質向上や規格統一などの
努力が実り、着実に白木綿産業は伸びてゆくのである。
　ところが、明治に入ると外国から輸入されたものや、関
西から安価な製品などが流通し、今治の白木綿の販売は
衰退してゆくことになる。失業者にあふれる今治を救っ
たのは矢野七三郎であった。家業の海運業や酒造業を弟
に譲ると「紀州ネル」に活路を見出し技術を習得・研究、
明治19年（1886）３月に共同で興修社（のちの興業
舎）を設立するのである。矢野が心血を注ぎ生み出した
「伊予ネル」が今治を再び織物産業のまちへと導くので
ある。矢野は起業から３年後に凶刃に倒れるが柳瀬義富
や丹下辰雄（丹下健三の伯父）らが意志を継ぎ、工場は
近代化されさらに発展してゆくのである。軍需も相まっ
て今治の織物産業はさらに発展を続けてゆく。その後阿
部平助によりタオルが作られるようになると麓常三郎に
よる織機の開発などもあり、日本を代表するタオル産地
となってゆくのである。
※ネルとはフランネル（flannel）を略したもので、綿素材の
生地の表面を起毛させ、保温性や肌触りを良くしたもの。

（峰岡秀和）

岡田恒太について（略伝）
　岡田恒太（安政元年～？）今治の人。綿ネル製造業者。
　今治綿工業史の一時期、名が記録されているが現在で
は語られることはない。
　明治19年（1886）矢野七三郎が創業した興業舎（一
説に興修舎）に一職工として参加。
　矢野は吹揚公園に銅像を残す今治綿業の中興の祖であ
り、明治19年紀州より綿ネルを持ち帰り幕藩時代から
あった白木綿の衰退を救った。ただ興業舎の最初の規模
は５、６人くらいであった。
　クリスチャンであった矢野は明治22年（1889）12
月24日のクリスマス・イヴに家に押し入った凶賊によっ
て惨殺される（未解決事件）が、興業舎は矢野の伯父の
柳瀬吉冨によって引き継がれ、大工場に発展していく。
この過程の明治25年（1892）岡田は綿ネル業の将来
が明るいことを看取して独立。僅かな織機を「晝夜職工
と伍して奮闘努力、殆んど寝食を忘るる」ようにし、徐々
に規模を拡大し、明治33年（1900）には綿ネルを中
国（当時清）に輸出するまでになった。これは綿ネルの
輸出の嚆矢である。
　続いて明治37年（1904）12月、同志二名ととも
に今治起毛合資会社を設立し、明治40年（1907）４月
社名を伊豫織布合資会社と改称、明治45年（1912）同
社の全株式を取得して単独のオーナーとなった。
　大正５年（1916）頃には興業舎と肩を並べる今治を
代表する会社とした。当時の伊豫織布合資会社の内容は
次の如くである。
同上資本金：５円
同上設備：汽鑵３台、公称15馬力横置凝縮聯成汽

機２台、オット式瓦斯発動機１台（＊）、
英国製糊付機１台、英国ウヰリアムジャッ
キンソン力織機248台、英国製荒巻機５
台、経（経）繰機５台、緯巻機14台、幅
出機１台、碼畳機１台、起毛機14台

同上敷地面積：3250坪（日吉村）
同上職工数：497名（男工72名、女工425名）
同上生産額：17万850反（66万705円）
同上出張所：大阪市東区南本町1丁目

　大正８年（1919）１月、伊豫織布合資会社を岡田合
資会社に名称変更。大正末には今治綿業の中心的人物と
して当時今治経済界を背負う今治商業銀行の取締役にも
就任した。

　ところが昭和２年（1927）１月、些細な噂から今治
商業銀行に取り付け騒ぎがおこった。このとき岡田に過
大な貸し出しがあること、また岡田の綿糸相場の仕手の
失敗が明るみに出たことから今治商業銀行は休業をやむ
なくされ岡田も破産状態に陥った。その後伊豫綿布合資
会社は立ち直ることなく昭和14年（1939）12月に別
邸を合資会社藤高（株式会社藤高の前身）に売却したが
その後のことは詳らかでない。

（藤髙豊文）

藤高興産株式会社と旧岡田家別荘
　藤高興産株式会社の本社、株式会社藤高は大正８年
（1919）の創業である。創業者は藤髙豊作で34歳の時
の起業であった。幼馴染で妻のつるゑの協力もあり、短
期間で今治のタオル産業を代表する会社の一つとなる。と
ころが第二次世界大戦の今治大空襲などで今治のまちは
灰塵に帰した。藤高の工場も全焼し、ゼロからの出発を
指揮したのは創業者の豊作だった。「今治の発展なくし
て藤高の発展はない」という信念からタオル組合の発展
に尽力しただけでなく、今治市・愛媛県へも多額の寄付
を行った。今日まで様々な経済不況があったが決して折
れることなく、豊作の意志と技術を今に伝えている。
　保養所は綿ネル業者岡田恒太の別荘として大正５年
（1916）に建設されたことが固定資産税明細書から分かっ
ている。岡田の経営破綻により昭和14年（1939）12月に
藤髙豊作が土地建物を購入した記録が残っている。藤高興
産も日中戦争のあおりを受ける中、矢野の意志を継ぐ岡田
を助けるべく動いたのだろうと考えられる。建物は瀬戸内
海と来島海峡大橋が見える高台に当時の姿を残している。

旧岡田家別荘の調査について
委員会報告
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 （峰岡秀和）

文化財まちづくり委員会委員長　峰岡　秀和
委員　花岡　直樹

建物の構成、形状について
　平面構成は、東側の玄関、座敷に北側の西に和室、食
事室、水廻りが接続する形となっている。
　玄関は建物の北側に位置し、６畳の玄関の間を持つ。
玄関の間の東に６畳の茶室、西には内玄関が接している。
それら３室に接する幅１間の畳廊下を挟んで座敷部の次
の間（7.5畳）、座敷（10畳）が連なっている。この座敷
部の東と南には4.5尺幅の広縁が巡らされていて、そこ
から来島海峡を挟んで大島を一望でき、北の方には来島
海峡大橋も見え、素晴らしいロケーションとなっている。
　内玄関（現在は閉じられ倉庫となっている）から入っ
た廊下、階段室の西側には和室（６畳）が設けられ、そ
の三方を巡る廊下に接する形で食事室、便所、浴室、脱
衣室などの水廻りが配置されている。
　２階には内玄関の正面に設けられた階段から上がる。
廊下を介して押入と倉庫を持つ7.5畳の１室のみの構成
となっている。

　外観は、２階部分の屋根は寄棟造の桟瓦葺きで、それ
を取り囲むように座敷部分と西の和室の１段高くなった
屋根が取り付き、茶室の上にも入母屋造の屋根が載る。こ
れらの下にまるで下屋のように１階屋根が設けられてい
る。玄関、茶室、縁の屋根は、軒先が銅板で葺かれてい
る。また、玄関庇は杮葺きである。したがって全体の屋
根の形は複雑を極めている。
　外壁は、１階は腰を板張りとする。板の幅、腰壁の高
さ、張り方は各所で変えられ変化をつけ、南西の一部は
杉皮張りとなっている。２階と茶室上部の腰は簓子下見
板張りで、１、２階とも腰壁上部は鼠漆喰塗りとしている。

内部の意匠的な特徴について
　座敷は床の間、床脇、書院を備えた本格的なしつらえ
となっている。床柱は杉磨き丸太、床框は漆塗り、床脇
の床板は暑さ30ｍｍの一枚板（材種不詳）で地袋は設
けず天袋のみを持つ。柱、鴨居、長押には目の込んだ栂
の良材が使われている。次の間の西には３畳の大きさの

板間がある。納戸的な用途かと思ったが、当初は畳を敷
いた和室だったそうである。座敷と次の間の間境の欄間
には、桐の板に「源氏香」の紋様が彫られているのが面
白い。源氏香は組香の一種で、組香とは、数種類の香り
を組み合わせて香りを聞き（嗅ぎ）分けるという風雅な
遊びとのことである。床の間の裏側（西側）には廊下を
挟んで客用の便所を配している。
　茶室は、１間半の北側に床の間と床脇を持ち、床柱、
落掛には竹が用いられている。床の間と床脇の床板は、
幅１間半、奥行き半間の一枚板が用いられている。床の
間の外壁面には半月状の下地窓があり、掛障子が吊られ
ている。一部の柱に面皮材、長押も丸太を削いだものを
使うなど、かなり柔らかく自由な造りとなっている。先
の座敷を「真」とするなら、こちらの茶室は「行」ある
いは「草」といったところであろうか。
　内玄関西の和室は、東側に階段下を利用した押入を持
ち、他の三方は廊下に囲まれている。内装もきちんとし

ていて、以前は居間兼寝所として使われていたそうである。
　北西に位置する食事部屋は、以前は１段下がった板張
りであったそうである。その後大きく改修されているた
め、建築当初の姿を推し量ることは難しいが、小屋は当
初の姿をとどめている。かまどは屋外にあったようで、小
屋材がすすけていないことからも、この場所で火を使っ
ていないことがわかる。
　２階は１室のみであるが、押入や倉庫を備えているこ
とから、以前は寝室として使われていた可能性がある。

まとめ
　洗練した材料がふんだんに使われ、精緻な作業で建て
られ、多くの部分が建築当初の形をとどめている。形や
仕上げ、デザイン等もよく考えられ、今治の地で、綿業
で栄えた富豪の邸宅の遺構として貴重と考えられる。今
後も活用しながら保存されることを願ってやまない。

（花岡直樹）

最後に
　現在日本には有形・無形と様々な文化財がある。その
中で専門的な知識をあまり持たなくても肌で感じ、楽し
むことができるのが建築物の特徴ではないだろうか。特
に近代産業とともにあった文化財を拾い上げることので
きる「登録有形文化財」は地域の特色を持つ文化の保存
という意味でも大きな役割を持っている。100年前の近
代の歴史が失われていく現在、当時の文化とともにある
建築が次世代のふるさとになっていくことを切に願いた
い。今回の調査に全面的にご協力くださり、また寄稿し
てくださった藤高興産株式会社　藤髙豊文社長に感謝申
し上げます。　

（峰岡秀和）

▲庭からの瀬戸内海の景色

▲建物北面（正面）

▲建物東面

▲玄関

▲次の間

▲床の間

▲明るく開かれた茶室

▲食事室　小屋組が現しとなっている

▲外部にある銅製（？）のボイラー。当初のもの

▲広縁

▲浴室の天井　中央に換気口がある

わたがえ も めん

つが

とよさく
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はじめに

　藤高興産株式会社の藤髙豊文氏の依頼を受け、令和７
年７月９日・10月29日に峰岡・花岡が現地調査を行っ
た。旧岡田家別荘は木造２階建て入母屋造り桟瓦葺き（一
部銅板葺き）、床面積229.47㎡の建物で、岡田恒太氏の
別邸として大正５年（1916）に建てられた。現在もほぼ当
時の状態で使用されている。座敷に面する庭の景観も素晴
らしく、茶室を持つ別荘建築として建築的価値も高いため
国の登録有形文化財も見据えて調査をする運びとなった。

今治タオルの歴史

　今治の藩政時代の経済を支えたのは白木綿だった。今
治は綿花の栽培に適した土地柄で、綿花から綿布を作り
財源としていた。河村瑞賢による航路の開拓もあり、江
戸期は海運業が盛んであった。上方に近い今治は物資の
輸送に適していたこともあり、白木綿は全国へ流通して
いったのである。その後、柳瀬義達により綿替木綿とい
われる取引制度が作られると、藩の経済の中心となった。
農家の女性の副業であった木綿は一気に藩の産業となっ
たのである。その後、過剰な生産などから品質が落ちる
など様々な困難があったが、品質向上や規格統一などの
努力が実り、着実に白木綿産業は伸びてゆくのである。
　ところが、明治に入ると外国から輸入されたものや、関
西から安価な製品などが流通し、今治の白木綿の販売は
衰退してゆくことになる。失業者にあふれる今治を救っ
たのは矢野七三郎であった。家業の海運業や酒造業を弟
に譲ると「紀州ネル」に活路を見出し技術を習得・研究、
明治19年（1886）３月に共同で興修社（のちの興業
舎）を設立するのである。矢野が心血を注ぎ生み出した
「伊予ネル」が今治を再び織物産業のまちへと導くので
ある。矢野は起業から３年後に凶刃に倒れるが柳瀬義富
や丹下辰雄（丹下健三の伯父）らが意志を継ぎ、工場は
近代化されさらに発展してゆくのである。軍需も相まっ
て今治の織物産業はさらに発展を続けてゆく。その後阿
部平助によりタオルが作られるようになると麓常三郎に
よる織機の開発などもあり、日本を代表するタオル産地
となってゆくのである。
※ネルとはフランネル（flannel）を略したもので、綿素材の
生地の表面を起毛させ、保温性や肌触りを良くしたもの。

（峰岡秀和）

岡田恒太について（略伝）
　岡田恒太（安政元年～？）今治の人。綿ネル製造業者。
　今治綿工業史の一時期、名が記録されているが現在で
は語られることはない。
　明治19年（1886）矢野七三郎が創業した興業舎（一
説に興修舎）に一職工として参加。
　矢野は吹揚公園に銅像を残す今治綿業の中興の祖であ
り、明治19年紀州より綿ネルを持ち帰り幕藩時代から
あった白木綿の衰退を救った。ただ興業舎の最初の規模
は５、６人くらいであった。
　クリスチャンであった矢野は明治22年（1889）12
月24日のクリスマス・イヴに家に押し入った凶賊によっ
て惨殺される（未解決事件）が、興業舎は矢野の伯父の
柳瀬吉冨によって引き継がれ、大工場に発展していく。
この過程の明治25年（1892）岡田は綿ネル業の将来
が明るいことを看取して独立。僅かな織機を「晝夜職工
と伍して奮闘努力、殆んど寝食を忘るる」ようにし、徐々
に規模を拡大し、明治33年（1900）には綿ネルを中
国（当時清）に輸出するまでになった。これは綿ネルの
輸出の嚆矢である。
　続いて明治37年（1904）12月、同志二名ととも
に今治起毛合資会社を設立し、明治40年（1907）４月
社名を伊豫織布合資会社と改称、明治45年（1912）同
社の全株式を取得して単独のオーナーとなった。
　大正５年（1916）頃には興業舎と肩を並べる今治を
代表する会社とした。当時の伊豫織布合資会社の内容は
次の如くである。
同上資本金：５円
同上設備：汽鑵３台、公称15馬力横置凝縮聯成汽

機２台、オット式瓦斯発動機１台（＊）、
英国製糊付機１台、英国ウヰリアムジャッ
キンソン力織機248台、英国製荒巻機５
台、経（経）繰機５台、緯巻機14台、幅
出機１台、碼畳機１台、起毛機14台

同上敷地面積：3250坪（日吉村）
同上職工数：497名（男工72名、女工425名）
同上生産額：17万850反（66万705円）
同上出張所：大阪市東区南本町1丁目

　大正８年（1919）１月、伊豫織布合資会社を岡田合
資会社に名称変更。大正末には今治綿業の中心的人物と
して当時今治経済界を背負う今治商業銀行の取締役にも
就任した。

　ところが昭和２年（1927）１月、些細な噂から今治
商業銀行に取り付け騒ぎがおこった。このとき岡田に過
大な貸し出しがあること、また岡田の綿糸相場の仕手の
失敗が明るみに出たことから今治商業銀行は休業をやむ
なくされ岡田も破産状態に陥った。その後伊豫綿布合資
会社は立ち直ることなく昭和14年（1939）12月に別
邸を合資会社藤高（株式会社藤高の前身）に売却したが
その後のことは詳らかでない。

（藤髙豊文）

藤高興産株式会社と旧岡田家別荘
　藤高興産株式会社の本社、株式会社藤高は大正８年
（1919）の創業である。創業者は藤髙豊作で34歳の時
の起業であった。幼馴染で妻のつるゑの協力もあり、短
期間で今治のタオル産業を代表する会社の一つとなる。と
ころが第二次世界大戦の今治大空襲などで今治のまちは
灰塵に帰した。藤高の工場も全焼し、ゼロからの出発を
指揮したのは創業者の豊作だった。「今治の発展なくし
て藤高の発展はない」という信念からタオル組合の発展
に尽力しただけでなく、今治市・愛媛県へも多額の寄付
を行った。今日まで様々な経済不況があったが決して折
れることなく、豊作の意志と技術を今に伝えている。
　保養所は綿ネル業者岡田恒太の別荘として大正５年
（1916）に建設されたことが固定資産税明細書から分かっ
ている。岡田の経営破綻により昭和14年（1939）12月に
藤髙豊作が土地建物を購入した記録が残っている。藤高興
産も日中戦争のあおりを受ける中、矢野の意志を継ぐ岡田
を助けるべく動いたのだろうと考えられる。建物は瀬戸内
海と来島海峡大橋が見える高台に当時の姿を残している。

旧岡田家別荘の調査について
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 （峰岡秀和）

文化財まちづくり委員会委員長　峰岡　秀和
委員　花岡　直樹

建物の構成、形状について
　平面構成は、東側の玄関、座敷に北側の西に和室、食
事室、水廻りが接続する形となっている。
　玄関は建物の北側に位置し、６畳の玄関の間を持つ。
玄関の間の東に６畳の茶室、西には内玄関が接している。
それら３室に接する幅１間の畳廊下を挟んで座敷部の次
の間（7.5畳）、座敷（10畳）が連なっている。この座敷
部の東と南には4.5尺幅の広縁が巡らされていて、そこ
から来島海峡を挟んで大島を一望でき、北の方には来島
海峡大橋も見え、素晴らしいロケーションとなっている。
　内玄関（現在は閉じられ倉庫となっている）から入っ
た廊下、階段室の西側には和室（６畳）が設けられ、そ
の三方を巡る廊下に接する形で食事室、便所、浴室、脱
衣室などの水廻りが配置されている。
　２階には内玄関の正面に設けられた階段から上がる。
廊下を介して押入と倉庫を持つ7.5畳の１室のみの構成
となっている。

　外観は、２階部分の屋根は寄棟造の桟瓦葺きで、それ
を取り囲むように座敷部分と西の和室の１段高くなった
屋根が取り付き、茶室の上にも入母屋造の屋根が載る。こ
れらの下にまるで下屋のように１階屋根が設けられてい
る。玄関、茶室、縁の屋根は、軒先が銅板で葺かれてい
る。また、玄関庇は杮葺きである。したがって全体の屋
根の形は複雑を極めている。
　外壁は、１階は腰を板張りとする。板の幅、腰壁の高
さ、張り方は各所で変えられ変化をつけ、南西の一部は
杉皮張りとなっている。２階と茶室上部の腰は簓子下見
板張りで、１、２階とも腰壁上部は鼠漆喰塗りとしている。

内部の意匠的な特徴について
　座敷は床の間、床脇、書院を備えた本格的なしつらえ
となっている。床柱は杉磨き丸太、床框は漆塗り、床脇
の床板は暑さ30ｍｍの一枚板（材種不詳）で地袋は設
けず天袋のみを持つ。柱、鴨居、長押には目の込んだ栂
の良材が使われている。次の間の西には３畳の大きさの

板間がある。納戸的な用途かと思ったが、当初は畳を敷
いた和室だったそうである。座敷と次の間の間境の欄間
には、桐の板に「源氏香」の紋様が彫られているのが面
白い。源氏香は組香の一種で、組香とは、数種類の香り
を組み合わせて香りを聞き（嗅ぎ）分けるという風雅な
遊びとのことである。床の間の裏側（西側）には廊下を
挟んで客用の便所を配している。
　茶室は、１間半の北側に床の間と床脇を持ち、床柱、
落掛には竹が用いられている。床の間と床脇の床板は、
幅１間半、奥行き半間の一枚板が用いられている。床の
間の外壁面には半月状の下地窓があり、掛障子が吊られ
ている。一部の柱に面皮材、長押も丸太を削いだものを
使うなど、かなり柔らかく自由な造りとなっている。先
の座敷を「真」とするなら、こちらの茶室は「行」ある
いは「草」といったところであろうか。
　内玄関西の和室は、東側に階段下を利用した押入を持
ち、他の三方は廊下に囲まれている。内装もきちんとし

ていて、以前は居間兼寝所として使われていたそうである。
　北西に位置する食事部屋は、以前は１段下がった板張
りであったそうである。その後大きく改修されているた
め、建築当初の姿を推し量ることは難しいが、小屋は当
初の姿をとどめている。かまどは屋外にあったようで、小
屋材がすすけていないことからも、この場所で火を使っ
ていないことがわかる。
　２階は１室のみであるが、押入や倉庫を備えているこ
とから、以前は寝室として使われていた可能性がある。

まとめ
　洗練した材料がふんだんに使われ、精緻な作業で建て
られ、多くの部分が建築当初の形をとどめている。形や
仕上げ、デザイン等もよく考えられ、今治の地で、綿業
で栄えた富豪の邸宅の遺構として貴重と考えられる。今
後も活用しながら保存されることを願ってやまない。

（花岡直樹）

最後に
　現在日本には有形・無形と様々な文化財がある。その
中で専門的な知識をあまり持たなくても肌で感じ、楽し
むことができるのが建築物の特徴ではないだろうか。特
に近代産業とともにあった文化財を拾い上げることので
きる「登録有形文化財」は地域の特色を持つ文化の保存
という意味でも大きな役割を持っている。100年前の近
代の歴史が失われていく現在、当時の文化とともにある
建築が次世代のふるさとになっていくことを切に願いた
い。今回の調査に全面的にご協力くださり、また寄稿し
てくださった藤高興産株式会社　藤髙豊文社長に感謝申
し上げます。　

（峰岡秀和）

▲庭からの瀬戸内海の景色

▲建物北面（正面）

▲建物東面

▲玄関

▲次の間

▲床の間

▲明るく開かれた茶室

▲食事室　小屋組が現しとなっている

▲外部にある銅製（？）のボイラー。当初のもの

▲広縁

▲浴室の天井　中央に換気口がある

わたがえ も めん

つが

とよさく
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はじめに

　藤高興産株式会社の藤髙豊文氏の依頼を受け、令和７
年７月９日・10月29日に峰岡・花岡が現地調査を行っ
た。旧岡田家別荘は木造２階建て入母屋造り桟瓦葺き（一
部銅板葺き）、床面積229.47㎡の建物で、岡田恒太氏の
別邸として大正５年（1916）に建てられた。現在もほぼ当
時の状態で使用されている。座敷に面する庭の景観も素晴
らしく、茶室を持つ別荘建築として建築的価値も高いため
国の登録有形文化財も見据えて調査をする運びとなった。

今治タオルの歴史

　今治の藩政時代の経済を支えたのは白木綿だった。今
治は綿花の栽培に適した土地柄で、綿花から綿布を作り
財源としていた。河村瑞賢による航路の開拓もあり、江
戸期は海運業が盛んであった。上方に近い今治は物資の
輸送に適していたこともあり、白木綿は全国へ流通して
いったのである。その後、柳瀬義達により綿替木綿とい
われる取引制度が作られると、藩の経済の中心となった。
農家の女性の副業であった木綿は一気に藩の産業となっ
たのである。その後、過剰な生産などから品質が落ちる
など様々な困難があったが、品質向上や規格統一などの
努力が実り、着実に白木綿産業は伸びてゆくのである。
　ところが、明治に入ると外国から輸入されたものや、関
西から安価な製品などが流通し、今治の白木綿の販売は
衰退してゆくことになる。失業者にあふれる今治を救っ
たのは矢野七三郎であった。家業の海運業や酒造業を弟
に譲ると「紀州ネル」に活路を見出し技術を習得・研究、
明治19年（1886）３月に共同で興修社（のちの興業
舎）を設立するのである。矢野が心血を注ぎ生み出した
「伊予ネル」が今治を再び織物産業のまちへと導くので
ある。矢野は起業から３年後に凶刃に倒れるが柳瀬義富
や丹下辰雄（丹下健三の伯父）らが意志を継ぎ、工場は
近代化されさらに発展してゆくのである。軍需も相まっ
て今治の織物産業はさらに発展を続けてゆく。その後阿
部平助によりタオルが作られるようになると麓常三郎に
よる織機の開発などもあり、日本を代表するタオル産地
となってゆくのである。
※ネルとはフランネル（flannel）を略したもので、綿素材の
生地の表面を起毛させ、保温性や肌触りを良くしたもの。

（峰岡秀和）

岡田恒太について（略伝）
　岡田恒太（安政元年～？）今治の人。綿ネル製造業者。
　今治綿工業史の一時期、名が記録されているが現在で
は語られることはない。
　明治19年（1886）矢野七三郎が創業した興業舎（一
説に興修舎）に一職工として参加。
　矢野は吹揚公園に銅像を残す今治綿業の中興の祖であ
り、明治19年紀州より綿ネルを持ち帰り幕藩時代から
あった白木綿の衰退を救った。ただ興業舎の最初の規模
は５、６人くらいであった。
　クリスチャンであった矢野は明治22年（1889）12
月24日のクリスマス・イヴに家に押し入った凶賊によっ
て惨殺される（未解決事件）が、興業舎は矢野の伯父の
柳瀬吉冨によって引き継がれ、大工場に発展していく。
この過程の明治25年（1892）岡田は綿ネル業の将来
が明るいことを看取して独立。僅かな織機を「晝夜職工
と伍して奮闘努力、殆んど寝食を忘るる」ようにし、徐々
に規模を拡大し、明治33年（1900）には綿ネルを中
国（当時清）に輸出するまでになった。これは綿ネルの
輸出の嚆矢である。
　続いて明治37年（1904）12月、同志二名ととも
に今治起毛合資会社を設立し、明治40年（1907）４月
社名を伊豫織布合資会社と改称、明治45年（1912）同
社の全株式を取得して単独のオーナーとなった。
　大正５年（1916）頃には興業舎と肩を並べる今治を
代表する会社とした。当時の伊豫織布合資会社の内容は
次の如くである。
同上資本金：５円
同上設備：汽鑵３台、公称15馬力横置凝縮聯成汽

機２台、オット式瓦斯発動機１台（＊）、
英国製糊付機１台、英国ウヰリアムジャッ
キンソン力織機248台、英国製荒巻機５
台、経（経）繰機５台、緯巻機14台、幅
出機１台、碼畳機１台、起毛機14台

同上敷地面積：3250坪（日吉村）
同上職工数：497名（男工72名、女工425名）
同上生産額：17万850反（66万705円）
同上出張所：大阪市東区南本町1丁目

　大正８年（1919）１月、伊豫織布合資会社を岡田合
資会社に名称変更。大正末には今治綿業の中心的人物と
して当時今治経済界を背負う今治商業銀行の取締役にも
就任した。

　ところが昭和２年（1927）１月、些細な噂から今治
商業銀行に取り付け騒ぎがおこった。このとき岡田に過
大な貸し出しがあること、また岡田の綿糸相場の仕手の
失敗が明るみに出たことから今治商業銀行は休業をやむ
なくされ岡田も破産状態に陥った。その後伊豫綿布合資
会社は立ち直ることなく昭和14年（1939）12月に別
邸を合資会社藤高（株式会社藤高の前身）に売却したが
その後のことは詳らかでない。

（藤髙豊文）

藤高興産株式会社と旧岡田家別荘
　藤高興産株式会社の本社、株式会社藤高は大正８年
（1919）の創業である。創業者は藤髙豊作で34歳の時
の起業であった。幼馴染で妻のつるゑの協力もあり、短
期間で今治のタオル産業を代表する会社の一つとなる。と
ころが第二次世界大戦の今治大空襲などで今治のまちは
灰塵に帰した。藤高の工場も全焼し、ゼロからの出発を
指揮したのは創業者の豊作だった。「今治の発展なくし
て藤高の発展はない」という信念からタオル組合の発展
に尽力しただけでなく、今治市・愛媛県へも多額の寄付
を行った。今日まで様々な経済不況があったが決して折
れることなく、豊作の意志と技術を今に伝えている。
　保養所は綿ネル業者岡田恒太の別荘として大正５年
（1916）に建設されたことが固定資産税明細書から分かっ
ている。岡田の経営破綻により昭和14年（1939）12月に
藤髙豊作が土地建物を購入した記録が残っている。藤高興
産も日中戦争のあおりを受ける中、矢野の意志を継ぐ岡田
を助けるべく動いたのだろうと考えられる。建物は瀬戸内
海と来島海峡大橋が見える高台に当時の姿を残している。

旧岡田家別荘の調査について
委員会報告
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 （峰岡秀和）

文化財まちづくり委員会委員長　峰岡　秀和
委員　花岡　直樹

建物の構成、形状について
　平面構成は、東側の玄関、座敷に北側の西に和室、食
事室、水廻りが接続する形となっている。
　玄関は建物の北側に位置し、６畳の玄関の間を持つ。
玄関の間の東に６畳の茶室、西には内玄関が接している。
それら３室に接する幅１間の畳廊下を挟んで座敷部の次
の間（7.5畳）、座敷（10畳）が連なっている。この座敷
部の東と南には4.5尺幅の広縁が巡らされていて、そこ
から来島海峡を挟んで大島を一望でき、北の方には来島
海峡大橋も見え、素晴らしいロケーションとなっている。
　内玄関（現在は閉じられ倉庫となっている）から入っ
た廊下、階段室の西側には和室（６畳）が設けられ、そ
の三方を巡る廊下に接する形で食事室、便所、浴室、脱
衣室などの水廻りが配置されている。
　２階には内玄関の正面に設けられた階段から上がる。
廊下を介して押入と倉庫を持つ7.5畳の１室のみの構成
となっている。

　外観は、２階部分の屋根は寄棟造の桟瓦葺きで、それ
を取り囲むように座敷部分と西の和室の１段高くなった
屋根が取り付き、茶室の上にも入母屋造の屋根が載る。こ
れらの下にまるで下屋のように１階屋根が設けられてい
る。玄関、茶室、縁の屋根は、軒先が銅板で葺かれてい
る。また、玄関庇は杮葺きである。したがって全体の屋
根の形は複雑を極めている。
　外壁は、１階は腰を板張りとする。板の幅、腰壁の高
さ、張り方は各所で変えられ変化をつけ、南西の一部は
杉皮張りとなっている。２階と茶室上部の腰は簓子下見
板張りで、１、２階とも腰壁上部は鼠漆喰塗りとしている。

内部の意匠的な特徴について
　座敷は床の間、床脇、書院を備えた本格的なしつらえ
となっている。床柱は杉磨き丸太、床框は漆塗り、床脇
の床板は暑さ30ｍｍの一枚板（材種不詳）で地袋は設
けず天袋のみを持つ。柱、鴨居、長押には目の込んだ栂
の良材が使われている。次の間の西には３畳の大きさの

板間がある。納戸的な用途かと思ったが、当初は畳を敷
いた和室だったそうである。座敷と次の間の間境の欄間
には、桐の板に「源氏香」の紋様が彫られているのが面
白い。源氏香は組香の一種で、組香とは、数種類の香り
を組み合わせて香りを聞き（嗅ぎ）分けるという風雅な
遊びとのことである。床の間の裏側（西側）には廊下を
挟んで客用の便所を配している。
　茶室は、１間半の北側に床の間と床脇を持ち、床柱、
落掛には竹が用いられている。床の間と床脇の床板は、
幅１間半、奥行き半間の一枚板が用いられている。床の
間の外壁面には半月状の下地窓があり、掛障子が吊られ
ている。一部の柱に面皮材、長押も丸太を削いだものを
使うなど、かなり柔らかく自由な造りとなっている。先
の座敷を「真」とするなら、こちらの茶室は「行」ある
いは「草」といったところであろうか。
　内玄関西の和室は、東側に階段下を利用した押入を持
ち、他の三方は廊下に囲まれている。内装もきちんとし

ていて、以前は居間兼寝所として使われていたそうである。
　北西に位置する食事部屋は、以前は１段下がった板張
りであったそうである。その後大きく改修されているた
め、建築当初の姿を推し量ることは難しいが、小屋は当
初の姿をとどめている。かまどは屋外にあったようで、小
屋材がすすけていないことからも、この場所で火を使っ
ていないことがわかる。
　２階は１室のみであるが、押入や倉庫を備えているこ
とから、以前は寝室として使われていた可能性がある。

まとめ
　洗練した材料がふんだんに使われ、精緻な作業で建て
られ、多くの部分が建築当初の形をとどめている。形や
仕上げ、デザイン等もよく考えられ、今治の地で、綿業
で栄えた富豪の邸宅の遺構として貴重と考えられる。今
後も活用しながら保存されることを願ってやまない。

（花岡直樹）

最後に
　現在日本には有形・無形と様々な文化財がある。その
中で専門的な知識をあまり持たなくても肌で感じ、楽し
むことができるのが建築物の特徴ではないだろうか。特
に近代産業とともにあった文化財を拾い上げることので
きる「登録有形文化財」は地域の特色を持つ文化の保存
という意味でも大きな役割を持っている。100年前の近
代の歴史が失われていく現在、当時の文化とともにある
建築が次世代のふるさとになっていくことを切に願いた
い。今回の調査に全面的にご協力くださり、また寄稿し
てくださった藤高興産株式会社　藤髙豊文社長に感謝申
し上げます。　

（峰岡秀和）

▲庭からの瀬戸内海の景色

▲建物北面（正面）

▲建物東面

▲玄関

▲次の間

▲床の間

▲明るく開かれた茶室

▲食事室　小屋組が現しとなっている

▲外部にある銅製（？）のボイラー。当初のもの

▲広縁

▲浴室の天井　中央に換気口がある

わたがえ も めん

つが

とよさく




